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IPの特徴と限界

○ パケット交換（インターネット、IP-net）の特徴

・ ベストエフォートによって、大きな多重効果が得られる

・ 情報がバースト的に発生するデータ通信に適している

・ 一定品質が得られない（帯域変動型）

→ 性能が急に劣化する

○ IPネットワーク（帯域変動型）は、ストリーム・メディアの
伝送には向いていない

・ データとストリーム･メディア（音声、映像など）では、それぞれ
のメディアが要求する通信品質が大きく異なり、両トラフィック
の要求を同時に満たすのは難しい
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音声、映像、画像、テキストなどマルチメディア情報

帯域変動型ネットワーク

（ＱｏＳ制御なし）

次世代インターネット

帯域変動型ネットワーク

ＱｏＳ制御

サービス品質 サービス品質

高速化

QoS 制御：優先伝送などにより、各メディア情報が要求する伝送品質を

満たすようにする伝送制御

現状のスタンス

高速化とQoS（Quality of Service）制御で逃げる
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○ ＩＰネットワークにおいて、厳密なＱｏＳは確保できない

○ 厳密なネットワーク制御は不可能と考えるべき

・ 特に複数のＩＳＰ（それぞれのネットワークにおいて、Admission policyが
異なる）にまたがる場合にはさらに難しい

・ 一つの大きなキャリアがネットワークを占有しているのではないという
現実を認識する必要がある

・ さらに、ＩＰネットワーク自体が制御不可能(un-controllable)なもの

○ 緊急通信、高度なセキュリティ通信は、本当にＩＰ上でいいの
か

・ オールＩＰ化で、全て解決するのか

新世代ネットワーク新世代ネットワーク

現状のスタンスの限界
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新世代ネットワークのイメージ

ユーザ アプリケーション

新たなアーキテクチャにより、ユーザ、アプリケーション間に、そのメ
ディアが要求する一定（にみえる）の通信品質を持った伝送路を、即座に
かつ必要な時間提供することができるネットワークを構築すること

（にみえる：ユーザがアプリケーションを不満なく使用できる範囲）

ネットワーク
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Incremental Solution

個別問題に対する対処；
システムが複雑になる
管理が大変になる
故障が発生しやすくなる
新しい要求に対処できない

Incremental Solution

個別問題に対する対処；
システムが複雑になる
管理が大変になる
故障が発生しやすくなる
新しい要求に対処できない

Incremental Innovation

最終ゴールの設定をどうするか？
Incremental Solutionに終わらない
か？

Incremental Innovation

最終ゴールの設定をどうするか？
Incremental Solutionに終わらない
か？

Disruptive Innovation

魅力的だが社会インフラにそれが
許されるか？
マイグレーションパスの確保？

Disruptive Innovation

魅力的だが社会インフラにそれが
許されるか？
マイグレーションパスの確保？

新世代ネットワーク構築に向けた考え方
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戦略を中心に据えた研究開発

○ 新世代ネットワーク実現のためには、まず戦略が必要

・研究開発を先導するロードマップや目標を設定

・選択と集中、適切なリソース配分による効率的な研究開発

・新しい発想や技術を検証し、研究開発へフィードバック

・相互接続性の確保とグローバル化への対応

・新世代を担うICT人材育成の方策

国研たるNICTの役目
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○ アプリケーション実験のためのネットワークからネットワーク実験
のためのネットワークへ

○ 要件

– 新しいアイデアが検証できること

• ルーティング・ルータアーキテクチャなどを含む理論の検証

• 検証実験が共存できること

– オペレーショナルネットワークであること

• トラフィックがないところでうまく動作するのは当然

– 新しいネットワーク研究者・技術者コミュニティが創生できること

• 既成枠組みからイノベーションが生まれるか？

– 他のネットワークと相互接続されていること

• 緊急時、災害時には使えること

実験ネットワークの必要性
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新世代
ネットワーク
フォーラム

(NICT)
JGN2＋

AKARIﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

米国科学財団

（NSF）
FIND

GENIﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

米国科学財団

（NSF）
FIND

GENIﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

欧州委員会

FP7
（第7期研究開発プログラム）

欧州委員会

FP7
（第7期研究開発プログラム）

主に学術、大学
等が積極的

主に産業界
が積極的

連携・協調 連携・協調

産学官が連携

諸外国との連携・協調
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新世代ネットワークの推進に向けた３本柱

Ｉ 新世代ネットワーク研究開発戦略本部の設置（Ｈ１９．１０）

ＮＩＣＴ自らの施策

ＩＩI 新世代ネットワーク推進フォーラムの設立（Ｈ１９．１１）

ＡＬＬ ＪＡＰＡＮとしての施策

ＩI ネットワーク実験のためのネットワークの構築（Ｈ２０．０４）

（JGN2⇒JGN2plusへ）

実証実験の推進
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新世代ネットワーク研究開発推進本部

理事長理事長

連携研究部門連携研究部門

第１研究部門第１研究部門

新世代ネットワーク研究開発推進本部
本部長：宮原理事長

新世代ネットワーク研究開発推進本部
本部長：宮原理事長

第２研究部門第２研究部門

第３研究部門第３研究部門

新世代ワイヤレス研究センター新世代ワイヤレス研究センター

新世代ネットワーク研究センター新世代ネットワーク研究センター

知識創成コミュニケーション研究センター知識創成コミュニケーション研究センター

未来ICT研究センター未来ICT研究センター

ユニバーサルメディア研究センターユニバーサルメディア研究センター

電磁波計測研究センター電磁波計測研究センター

情報通信セキュリティ研究センター情報通信セキュリティ研究センター

企業等出向
研究者

企業等出向
研究者

参画

参画推進

！！
・平成19年10月に設置
・産学官の英知をＮＩＣＴへ結集。理事長自ら陣頭指揮をとり戦略を策定

・平成19年10月に設置
・産学官の英知をＮＩＣＴへ結集。理事長自ら陣頭指揮をとり戦略を策定
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戦略本部を中心とした研究推進方策

【戦略本部のミッション】
・新世代ネットワークの研究開発を先導する中長期的な戦略を策定
・研究開発の方針やロードマップを国内外に戦略的に発信
・国際的な連携・競争の中で先導的・主導的役割を果たす
・ＮＩＣＴ研究開発全体の整合性・効率性を確保
・長期的・国際的視野を有するICT関係の研究開発人材を育成

自主研究
AKARIプロジェクト等

新世代ネットワーク研究開発戦略本部
（多様な方策で効率的に研究開発を推進）

委託研究
ダイナミックネットワーク等

テストベッド
拠点研究

JGNII,JGN2plus
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JGN2からJGN2plusへの主な変更点

JGN2 （H16.4～H20.3） JGN2plus （H20.4～H23.3）

研
究
開
発
体
制

７つのリサーチセンター(ＲＣ)による
拠点研究

(4ヶ年計画での特定テーマに基づく研究)

Service Platform Architecture Research Center

■ オペレーション×研究開発

■ 公募型の研究開発スキームの導入

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

ネットワークオペレーション

センター(ＮＯＣ) 
(L2/L3 サービスの安定的オペレーション)

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス

・光テストベッド

・全国展開/接続箇所固定(６４箇所)のネット

ワーク構成

・国際回線(米、タイ、シンガポール)

・光テストベッド

・固定的回線＋研究内容(場所/期間/帯域)に応じ
た柔軟なネットワーク構成

・国際回線(米、タイ、シンガポール、韓国、中国)

■ 地域情報HW,海外研究NW等との連携

（相互接続性検証、共同ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの推進）

新世代ＮＷの運用・管理技術に関して、運
用(オペレーション）と研究が一体となった

研究体制を実現

新世代ＮＷ関連研究プロジェクトの推進

SPARC(仮称) 
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幹事会幹事会

新世代ネットワーク推進委員会
委員長 青山友紀（慶應義塾大学教授）

新世代ネットワーク推進委員会
委員長 青山友紀（慶應義塾大学教授）

総 会
会 長 齊藤忠夫（東京大学名誉教授）
副会長 青山友紀（慶應義塾大学教授）

伊藤泰彦（ＫＤＤＩ副社長）
宇治則孝（ＮＴＴ副社長）

総 会
会 長 齊藤忠夫（東京大学名誉教授）
副会長 青山友紀（慶應義塾大学教授）

伊藤泰彦（ＫＤＤＩ副社長）
宇治則孝（ＮＴＴ副社長）

研究開発戦略ワーキンググループ研究開発戦略ワーキンググループ

テストベッドネットワーク推進ワーキンググループテストベッドネットワーク推進ワーキンググループ

アセスメントワーキンググループアセスメントワーキンググループ

企画推進ワーキンググループ企画推進ワーキンググループ

新世代ネットワーク推進フォーラム

基礎研究から応用までの研究開発戦略の検討

新世代ネットワークの社会・経済的側面の検討
テストベッドネットワーク、実証実験等の推進
新世代ネットワークのビジョン共有・発信、啓発活動
欧米アジアとの国際連携の推進

！！
・平成19年11月に設立
・会員数：214会員（H19.12.4現在）

・平成19年11月に設立
・会員数：214会員（H19.12.4現在）

庶務：総務省、ＮＩＣＴ
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民間企業・大学等

新世代ネットワーク研究開発戦略本部

戦略ワーキンググループ （研究開発戦略を策定）

・研
究
委
託

・
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド

戦
略
を
指
針
と

し
た
研
究
開
発

研究開発戦略の
検討

社会・経済的側
面の検討

実証実験等の推
進

ビジョン共有・
発信、啓発活動

欧米アジアとの
国際連携の推進

産学官の英知を結集

積極的に参画

活動をリード

異分野の知見

を戦略に反映

戦略の提示

啓発活動

参画

参
画

新世代NWアドバイザリー会議

戦略本部での研究開発戦略の検討に、産
業界の観点から意見を入力

参
画

助
言

産学官連携の場

方針共有の場

研究部門

ALL JAPAN体制による研究開発の推進
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日米欧の新世代ＮＷ研究及びテストベッドに
関する取り組み

• 将来のインターネットのアーキテクチャの確
立を目指すNSFの野心的研究ファンドプログ
ラム。

・既存技術を前提としないアプローチを取る。

• 包括的なネットワークアーキテクチャ設計研
究にフォーカス。

・ 採択時は小規模な多数のプロジェクトにより
構成され、萌芽的研究プロジェクトは1年実
施してふるいに掛ける。少数のフルスケール
アーキテクチャに収束させ、最終的に残った
アーキテクチャをGENIで実証する。

GENIイニシアチブ

欧州域内の大学や企業の技術力や競争力確
保を目的とした研究開発への助成プログラム。
＜主な関連プロジェクト＞
１．未来のネットワーク
２．サービスとアーキテクチャ
３．セキュアで信頼できるインフラ
４．ネットワーク化したメディア

欧 州米 国

（独）情報通信研究機構(NICT)の研究者グルー

プが中心となり、新たなネットワークアーキテク
チャの確立と、それに基づいたネットワーク設
計図の作成を目的としたプロジェクト「AKARI」が
立ち上げられた。AKARIプロジェクトでは、議論
を重ね、2007年4月に、新ネットワークアーキテ

クチャの原理と手法、基本構成、その検証のた
めのテストベッドに対する要求条件等からなる
「新世代ネットワークアーキテクチャAKARI概念

設計書」を取りまとめ、公表。

AKARIプロジェクトのURL： http://akari‐
project.nict.go.jp/

日本

AKARI

2020年頃の全く新しいネットワークの基本設計（アーキテクチャ）の研究開発を世界に先駆けて推進。

日本が強みを有する光通信技術、ユビキタスネット技術等を活かして、国際競争力の確保を目指す。

・欧州委員会の資金拠出により、欧州全域をカ
バーするギガビット研究開発ネットワーク
「GÉANT２」を構築。

・EU加盟34カ国の学術研究ネットワーク（NREN)
を相互接続し、欧州の3,000を超える学術研

究機関が研究活動に関する最新の重要情報
等を共有可能
・2008年より、 GÉANT３に移行し、大容量化・

高度化を図る方向性準備中。

GÉANT２

•NICTが運営する研究開発用テストベットネッ

トワーク。全国にアクセスポイントを設置し、
産学官連携によるネットワーク関連技術の
研究開発や実証実験等に活用。

•実践的な研究活動等を通じて、情報通信分
野の人材育成を推進 等。

•来年度、ネットワーク構成等を見直し、
「JGN2plus 」として運用を開始し、新世代ネッ

トワークの研究を支える予定。

JGN2 → JGN2plus

FIND

•Planet Labの成果を継承（テストベット）。

•独創的な多種のアーキテクチャに対応する
ためにプログラマブルである。

•インターネットの課題の克服に向け、サービ
ス・アーキテクチャなどを根本から見直し、イ
ノベーションを起こすことを狙いとしている。

•セキュリティ、モバイル・ワイヤレス・セン
サーネットなどのテーマを扱う。

•NSFの大規模設備構築のための予算枠での

予算確保を目指している。
•国際的な連携も指向。

FP7

NICTが推進している新世代ネットワークに関

する研究活動であり、新しいネットワークアー
キテクチャの確立と、それに基づくネットワーク
設計、実証実験の実施等を通じて新世代ネッ
トワークの実現を目指すイニシアティブ。2007
年4月に、新世代ネットワークアーキテクチャ
の概念設計書をとりまとめ、さらに昨年10月、
NICT内に新世代ネットワーク研究開発本部を

立ち上げ、今後、研究開発に関する戦略ロー
ドマップを策定し、推進していく予定。
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